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「
」
異
筆

簡
木
簡
の
上
端
・
下
端
に
切
り
込
み
が
あ
る

欠
批
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の

欠
扱
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の

前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
内
奔
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折
批
呼
に
よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す

長
方
形
の
材

一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
批
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
、
方
頭
・
圭
賦
な
ど
極
点
の
作
り
方
が
あ
る

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
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編別

三三

一
一
Ｕ
河
評
柏
原
里

※
記
入
例
木
棚
の
長
さ
×
州
×
厚
さ
型
式
辿
椛
番
号

「
釈
文
」
『
典
拠
』
巻
数
１
頁
数
（
号
数
）

原
資
料
を
再
調
査
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
釈
文
を
補
訂
し
た
部
分
が
あ
る
。

再
調
査
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
協
力
を
得
た
。
宮
町
遮
跡
に
つ
い
て
は
、
栄
原
永
遠
男
氏
か
ら
資
料
の
提
供
を
う

け
た
。

藤
原
宮
跡
橿
原
市
高
殿
町
・
醍
醐
町

〔
河
力
〕

×
口
評
柏
原
里
玉
作
部
下
□

○
日
型
式

・
臼
型
式

・
曾
型
式

〔
［
口
力
〕

×
□

金
刺
舎
人
荒
山

「
□
口
巳
時
食
酒
飯
也
」

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

折
損
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

削
屑

（
一
六
二
）
×
一
六
×
四
○
閏
Ｓ
Ｄ
一
四
五

『
藤
原
宮
木
簡
一
解
説
』
八
九
頁

（
一
九
三
）
×
（
二
○
）
。
閏
Ｓ
Ｄ
一
七
○

『
藤
原
宮
木
簡
概
報
』
六
’
七
頁

○
胃
Ｓ
Ｄ
一
四
五

『
藤
原
宮
』
一
○
一
頁
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木 ｛湖
11 1J

八 七
・
駿
河
国
駿
河
郡
玉
作
郷
×

・
天
平
宝
字
四
年
十
月

一

〆~

一
駿
河
国
駿
河
郡
子
松
郷
津
守
部
宮
麻
呂
役
荒
堅
魚
拾
壱
斤
拾
両
天
平
宝
字
一
感
恥
錨
鯛
雛
蹄
撤
舗
殻
踏

三
三
八
×
二
』
ハ
×
四
。
患
Ｓ
Ｄ
二
七
○
○

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
一
九
’
一
二
頁

四

平
城
宮
跡
奈
良
市
佐
紀
町
・
北
新
町
・
法
輩
寺
町

● ●

、嚴
郷ご
ロノ言，
口主
口玉
ロイザ
口冒

ロキリロ
原一人
里□
人

く
駿
河
凶
駿
河
郡
古
家
郷
戸
主
春
日
部
与
麻
呂
調
煮
堅
魚
捌
升
伍
両
く

く
天
平
宝
字
四
年
十
Ⅱ
専
当
蝿
珈
蝿
縦
琳
雌
杯
雌
畔
怖
辮
醗
叫
理

く

〔
偏
陥
力
〕

○
口
絵
参
照

（
六
側
）
×
（
一
八
）
ｏ
臼
６
Ａ
Ｌ
Ｆ
地
区
下
胴
雅
地
化

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
一
三
’
八
頁

（
一
三
六
）
×
（
二
一
）
×
五
○
選

『
平
城
樹
木
間
二

（
九
二
×
（
二
二
○
選
Ｓ
Ｄ
四
一
○
○

『
平
城
桝
木
間
概
報
』
四
’
一
九
画

〕
血
×
三
三
×
三
．
閏
Ｓ
Ｄ
四
一
○
○

『
木
簡
研
究
』
九
’
二
八
頁

Ｓ
Ｋ
二
一
○
一

解
脱
』
七
一
頁
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別 編
九
・
駿
、

三 三

□
河

年
魚

二
・
口
河
、
Ｕ
□
口
駅
子
大
神
仲
面
戸
川
Ⅲ
□
□
□

．
□
□
、

一
つ

X

]‘
｢K末」

里

口額口更口羅秦阿遡
口田占』□』巳倍
口乙真真知枚
山勝立口羅万万
四八八八己呂呂

八八

｢料末 1 1 」

近

衛
一座

茨水山山口丸恐
田取口 口乃部
弥継広乙秋駿
継成浜万 河
八八八呂一万

一升呂
升二

二 升

｢＜末副 」 二へ

口壬一目‘
口毛□!』
野口貝
力口零
八八一

｢1 1 京望 」

〔
浜
ヵ
〕

×
広
口
調
煮
堅
魚
捌
斤
伍
両
、
Ｕ

守
刈
力
〕

挺
老
三
年
□
□

四
連
四
節

二
七
三
×
二
七
×
五
．
髄
六
Ａ
Ｃ
Ｃ
区
木
屑
・
炭
価

『
平
城
禰
木
簡
概
報
』
一
九
’
三
五
頁

（
三
三
四
）
×
（
五
八
）
×
二
○
選
Ｓ
Ｄ
三
四
一
○

『
平
城
宮
木
簡
三
解
説
』
一
七
九
頁

（
一
七
五
）
×
（
二
一
）
。
患
Ｓ
Ｄ
五
七
八
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
一
三
頁

（
八
八
）
×
二
二
×
五
．
患
Ｓ
Ｄ
二
七
○
○

『
平
城
宙
木
簡
概
報
』
一
九
’
二
一
頁

（
一
七
七
）
×
二
四
○
選
Ｓ
Ｄ
五
七
八
八

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
六
’
八
頁
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木
六
・
駿
刈
脚
駿
河
郡
杣
腺
郷
小
林
皿
戸
主
端
舎
人
部
伊
加
麻
出
戸
若
舎
人
部
人
麻
呂
洲

Wi,'j

毛
・
駿
河
川
駿
河
郡
杣
脱
郷
小
林
里
戸
主
新
舎
人
部
伊
加
麻
Ｈ
戸
浩
舎
人
部
人

・
麻
呂
洲
荒
堅
魚
十
一
斤
十
両
犬
平
七
年
十
月

天
・
駿
河
脚
駿
河
郡
杣
腺
郷
小
林
Ⅲ
戸
主
大
伴
部
首
洲
荒
堅
魚
七
連

・
三
節
天
平
七
年
十
〃

西
浄
麻
呂
守
部
田
人

□
□
口
弾
麻
呂
金
刺
舎
人

金
刺
舎
人

宝
・
上
総
国
蝮
十
連
三
列
伊
頭
駿
河
堅
魚
遺
十
節

．
、
Ｕ
信

平
城
京
跡
奈
良
市
・
大
和
祁
川
市 古

祢
末
呂

口
症
純
武

（
二
九
八
）
×
三
四
×
二
．
畠
Ｓ
Ｄ
○
一
川

『
平
城
寓
木
棚
概
報
』
二
一
’
三
○
血

（
二
兀
○
）
×
（
三
門
）
ｏ
臼
Ｓ
Ｄ
二
七
○
○

『
平
城
宵
木
簡
概
報
』
一
七
’
一
二
頁

二
七
二
×
一
六
×
四
ｏ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
ニ
ニ
ー
ニ
三
血

二
五
×
一
八
×
三
Ｃ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
桝
木
間
概
報
』
二
二
’
二
三
頁
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yl1 編
・
荒
堅
魚
六
連
八
節
天
平
七
年
十
月

三
・
駿
河
国
駿
河
郡
宇
良
郷
菅
浦
里
戸
主
矢
田
部
猪
麻
呂
調
堅
魚
七
連
三
節

・
天
平
七
年
十
月

三 三
・
駿
河
国
駿
河
郡
宇
良
郷
榎
浦
里
戸
主
弓
削
部
首
調
荒
堅
魚
六
連
八
節

・
天
平
七
年
十
〃

一
己
・
駿
河
岡
駿
河
郡
宇
羅
郷
榎
浦
馳
、
Ｕ
春
Ⅱ
部
忍
麻
呂
戸
春
日
部
国
麻
呂
調
堅
魚
八
血
八
節

・
天
平
七
年
十
月

天
・
駿
河
国
駿
河
郡
柏
原
郷
小
林
里
戸
主
玉
作
部
忍
勝
調
堅
魚
七
連
二
節

・
天
平
七
年
十
月

〔
祥
日
力
〕

・
駿
河
脚
駿
河
郡
宇
良
郷
菅
浦
里
戸
□
口
部
麻
呂
調
堅
魚
七
連
三
節

・
天
平
七
年
十
月

○
口
絵
参
照

三
○
六
×
二
八
×
四
．
篭
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
四
頁

三
一
五
×
一
七
×
四
．
貝
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
三
頁

一
一
七
○
×
二
八
×
五
ｏ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
三
頁

一
九
七
×
三
三
×
三
。
旨
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
二
－
二
三
頁

八
派
×
二
○
×
四
ｏ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
棚
概
報
』
ニ
ニ
ー
ニ
ニ
頁

五
二
×
二
七
×
二
ｏ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
宮
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
三
頁
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木 何督
｜j三1J

一
一
四三

・
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
井
辺
里
戸
車
以
部
黒
栖
訓
荒
堅
魚

・
十
一
斤
十
両
天
平
七
年
十
月

美
・
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
猪
津
里
戸
金
刺
舎
人
勝
麻
呂
調
荒
堅
魚
六
連
八
節

・
天
平
七
年
十
Ⅱ

毛一
天
・
駿
河
脚
駿
河
郡
杣
脈
郷
、

・
七
連
四
節

一
六
・
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
井
辺
里
戸
春
日
部
高
根
調
荒
堅
、

天
平
七
年
十
月

●

〔
得
〕

・
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
川
津
里
戸
主
丈
部
口
麻
呂
調
荒
堅
魚
八
連
七
節

・
天
平
七
年
十
月

・
駿
河
国
駿
河
郡
古
家
郷
猪
津
里
戸
金
刺
舎
人
部
大
人
戸
金
刺
舎
、

〔
七
力
〕

・
調
荒
堅
魚
七
連
九
節
天
平
口
年
十
月

■
｜
万
呂

（
一
○
七
）
×
二
七
×
三
。
路
Ｓ
Ｄ
五
三
○
○

『
平
城
寓
木
簡
概
報
』
二
四
’
二
四
頁

（
二
八
五
）
×
二
五
×
五
ミ
℃
Ｓ
Ｄ
五
三
○
○

『
平
城
悔
木
簡
概
報
』
二
四
’
二
四
頁

三
○
四
×
三
一
×
四
Ｑ
員
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
川
風

ニーユ

九
ロ ロム

ノ、

軍蚤

獅
榊
概o
報鼬
L＝

二S

二，

’五
二三

|卿○
頁○

二
山
八
×
三
二
×
四
Ｃ
患
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
四
頁

一
三
四
×
三
三
×
四
○
日
Ｓ
Ｄ
五
一
○
○

『
平
城
桝
木
簡
概
報
』
二
二
’
二
四
頁
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別 編

〔
主
力
〕

二
口
松
郷
戸
□
□
□
、

ニ
柏
原
郷
、
Ｕ
口
白
米
五
斗

二
・
駿
河
国
駿
河
郡
宇
良
郷
戸
主
春
日
部
小
麻
呂
戸
春
日
部
若
麻
呂

・
調
荒
堅
魚
七
連
一
節
天
平
十
三
年
十
Ⅱ

長
岡
京
跡
向
日
市
・
長
岡
京
市
・
京
都
市
・
大
山
崎
町

宮
町
遺
跡
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町

こ
し
六
×
二
四
三
．
篭
Ｓ
Ｄ
］
尉
段
東
半
下
肘

『
平
成
五
年
度
紫
呑
楽
宮
跡
関
連
辿
跡
発
掘
洲
在
記
考
発
表
籏
料
』

二
二
三
×
二
八
×
五
ｐ
闇
Ｓ
Ｄ
一
三
○
一
Ｂ

『
長
岡
京
木
簡
』
一
’
一
○
二
サ

』
ハ
六
）
×
二
三
×
二
Ｃ
苫
Ｓ
Ｄ
一
三
○
一
Ｂ

『
握
岡
京
水
師
』
一
’
一
○
五
号
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壁普土器・刻普

｜
駿
河
所

墨
書
土
器
・
刻
耆

※

司凡
釈

例

平
城
宮
跡
奈
良
市
佐
紀
町
・
北
新
町
・
法
華
寺
町

文
L一

・
遺
構
番
号

・
辿
物
番
号

．
『
川
典
』

■

11lf
期

・
記
し
た
部
位
・
向
き

・
器
形

弧
恵
器
・
土
師
器
の
別

弧
・
坏
・
休
部
外
面
・
平
城
宮
東
南
部
排
水
溝

『
平
城
桝
川
北
蝿
抑
土
器
集
成
』
Ｉ
’
二
六
二
頁

｜
L'（
数

七
（
墨
痕
）

一
〈
（
鵬
痕
）

＝

へ

朏
浪
…

四
×
（
ヘ
ラ
甦
与

三三．

へ

IIl

砿
一一

､二二

，ー畠、

I I l－
ハ1,会

恨
、～一〆

上
横
山
遺
跡
小
川
町
竹
ノ
下

『
平
城
南
川
上
鵬
神
士
腓
集
成
』
Ｉ

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
八
三

上
・
坏
・
Ⅲ
縁
ｌ
休
部
上
半
・
奈
末
・
Ｓ
Ｂ
Ｏ
亦

炎
四
’
一
六
・
『
上
横
山
辿
跡
』
’
六
九
頁

ｋ
・
坏
・
口
絲
内
面
／
外
・
奈
後
・
Ｓ
Ｂ
一
四

炎
四
’
五
八
・
『
上
検
山
辿
跡
』
七
三
頁

弧
・
坏
・
底
部
外
面
・
奈
後
・
川
北
地
点
不
明

災
川
’
三
七
・
『
上
横
山
辿
跡
』
七
一
頁

ｋ
・
坏
・
Ⅱ
縁
内
而
・
不
明
・
Ｓ
Ｂ
一
二

表
四
’
四
九
・
『
上
横
山
辿
跡
』
’
七
二
面

弧
・
雛
．
Ⅲ
縁
部
下
・
奈
・
Ｓ
Ｂ
Ｏ
九

衣
四
’
四
一
・
『
上
桃
山
過
跡
』
’
七
二
両

弧
・
坏
・
Ⅱ
絲
部
外
而
・
奈
前
・
Ｓ
Ｂ
Ｏ
ｈ

衣
四
’
三
六
・
『
上
横
山
過
跡
』
’
七
一
、
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別 編
一
ハ
天
（
ヘ
ラ
害
）

九
（
墨
痕
）

二
八
十
（
墨
書
）

己
一
一
（
ヘ
ラ
書
・
焼
成
後
）

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
中
・
Ａ
地
区
竪
穴
住

図
一
○
’
四
・
『
永
原
追
分
遺
跡
』
’
二
七
頁

『
静
岡
県
史
』
盗
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

〔
十
力
〕

三
□
（
墨
書
）

永
原
追
分
遺
跡
御
殿
場
市
萩
原

『
上
横
川
辿
跡
発
掘
洲
査
報
告
課
』
小
山
町
教
委
一
九
八
三

土
・
皿
・
休
部
外
面
・
平
中
・
Ａ
地
区
竪
穴
住
図
一
○

’
八
・
『
永
原
追
分
遺
跡
』
’
二
七
頁

『
肺
岡
県
史
』
涜
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

土
・
坏
・
休
部
内
面
・
平
前
・
住
居
城
外

図
一
二
’
一
三
号
・
『
永
原
追
分
遺
跡
』
’
二
七
頁

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

弧
・
坏
・
Ⅱ
縁
外
面
・
奈
後
・
Ｓ
Ｂ
二
二

衣
四
’
一
二
三
・
『
上
横
山
遺
跡
』
’
八
○
頁

土
・
坏
・
不
明
・
奈
後
・
Ｓ
Ｂ
二
一

表
四
’
一
○
九
・
『
上
検
山
辿
跡
』
’
七
八
頁

宍
一
一
（
刻
耆
・
焼
成
後
）

〔
〈
Ｔ
力
〕

三
□
（
墨
書
）

西
大
（
墨
書
）

三
（
墨
痕
）

毛
一
一
（
刻
害
・
焼
成
後
）

『
永
原
追
分
辿
跡
ｌ
静
岡
県
御
殿
場
市
立
南
中
学
校
を
庭
内

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
御
殿
場
市
教
委

一
九
七
七

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
静
岡
県
一
九
八
九

ｋ
狗
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
不
明

図
一
五
’
一
六
号
・
『
永
原
追
分
辿
跡
』
’
三

『
師
岡
県
史
』
費
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

|叉|」

上
・
坏
・
底
部
外
面
・
不
明
・
不
明

図
一
五
’
一
七
・
『
永
原
追
分
辿
跡
』
’
三
二
画

坏
・
体
部
外
面
・
平
前
・
住
居
吐
外

二
’
一
七
号
・
『
永
原
追
分
辿
跡
』
’
二
七
、

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
Ａ
地
区
雛
大
住

図
一
○
’
五
・
『
永
原
追
分
巡
跡
』
’
二
六
頁

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
Ａ
地
区
竪
穴
住

図
二
’
七
・
『
永
原
追
分
辿
跡
』
’
二
六
頁 ｣｢I
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墨書土器・刻書

弓

十

天
十

一
八

う
え
の
は
ら

上
原
遣
跡
柵
野
市
深
良
宇
上
原

『

111 宮
沢
遺
跡
（
市
営
東
グ
ラ
ン
ド
遺
跡
）
御
殿
場
市
深
沢

イ
シ
ヤ
ス
ミ
バ
遺
跡
御
殿
場
巾
神
山

北
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
四
号
竪
穴
住
肘
跡

『
裾
野
市
史
』
資
料
編
考
古
’
四
八
九
頁

○
Ｍ
様
な
拙
神
片
他
に
十
数
点
あ
り

『
裾
野
市
史
』
第
一
巻
資
料
編
考
古
裾
野
市
史
編
さ

ん
委
員
会
一
九
九
二

上
・
坏
底
部
外
面
・
平
前
・
表
採

『
上
械
山
遺
跡
』
’
一
三
頁

『
御
殿
場
市
史
』
’
二
八
頁

『
御
殿
場
市
史
』
別
巻
Ｉ
考
古
・
民
俗
編
御
殿
場
市
史
編

さ
ん
委
員
会
一
九
八
二

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
不
川

『
永
原
追
分
辿
跡
』
’
五
頁

’
一
四 二

足

三

厨 御
幸
町
遺
跡
沼
津
巾
御
幸
町

三
王
土
・
坏
・
休
部
外
面
・
奈
後
ｌ
平
初
．
二
五
六
住
居
跡

『
御
幸
町
辿
跡
』
Ⅲ
’
一
八
頁

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

○
同
じ
蝿
書
他
に
一
点
あ
り

巾 日
吉
廃
寺
跡
沼
津
市
大
間

沼
津
市
史
跡
整
備
事
業
報
告
一

『
日
吉
虎
寺
塔
跡
盤
備
蛎
業
報
告
神
』
沼
津
巾
教
委

一
九
七
九

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
奈
後
ｌ
平
初
．
三
一
六
住
居
跡

『
御
幸
町
辿
跡
』
Ⅲ
’
一
八
頁

『
怖
岡
曝
史
』
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

上
・
坏
・
不
明
・
不
明
・
表
採
図
二
’
一
六

『
Ⅲ
吉
廃
寺
塔
岫
雅
術
邪
業
報
杵
神
』
’
三
七
頁

土
・
坏
・
休
部
外
面
・
平
前
・
不
明
・
不
明

『
御
幸
町
遺
跡
』
Ⅲ
’
一
八
頁

『
肺
岡
県
史
』
盗
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁
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編
三
寺

RII
『ず己

〔
厨
力
〕

こ
く
□

｜
一
己
山

｜
毛
八

弓＝＝

ニニ

ロラ
首

一
天
田

一
六
万

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
前
・
一
○
Ｌ
、
Ｉ

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

○
Ⅲ
じ
盤
普
他
に
二
点
あ
り

沼
津
市
文
化
財
調
査
報
告
耆
第
二
五
集

『
御
幸
町
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
概
報
』
沼
津
市
教
委

一
九
七
七

土
・
坏
・
休
部
外
面
・
平
前
・
二
五
四
住
居
跡
秘
土
上

『
御
幸
町
遺
跡
』
Ⅲ
’
一
八
頁

『
牌
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

土
・
坏
・
体
部
外
面
・
奈
後
力
・
三
二
七
住
居
跡

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

土
・
坏
・
体
部
外
面
・
奈
後
・
一
九
住
居
跡
覆
土

『
静
岡
県
史
』
盗
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

土
・
坏
・
底
部
外
面
・
平
初
ヵ
・
九
Ｆ

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

上
・
坏
・
休
部
外
面
・
平
前
・
八
一
住
居
跡

『
締
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

北
・
坏
・
休
部
内
面
・
平
・
一
○
Ｌ
Ⅱ
ｌ
Ⅳ

『
静
岡
県
史
』
猫
料
編
四
古
代
’
一
○
七
八
頁

＝

□『
￥』

三
・
女

・
女

一
茜
Ⅱ

一
一
三
・
女
（
底
部
外
面
）

・
女
塩
坏
（
底
部
内
面
）

藤
井
原
遺
跡
沼
津
市
下
香
貫

沼
津
市
文
化
財
調
査
報
告
第
二
集

『
藤
井
原
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
概
報
』

一
九
七
七

○
底
部
内
面
の
「
女
」土

・
坏
・
体
部
外
面
・
奈
後
・
不
明
図
二
六
’
八

『
藤
井
原
遺
跡
』
Ⅲ
’
一
六
頁

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

土
・
坏
・
体
部
外
面
・
奈
後
・
不
明
図
二
六
’
七

『
藤
井
原
辿
跡
』
Ⅲ
’
一
六
頁

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

土
・
坏
・
底
部
内
外
面
・
奈
後
・
図
二
六
’
六

『
藤
井
原
遺
跡
』
Ⅲ
’
一
六
頁

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

土
・
坏
・
底
部
内
外
面
・
奈
末
ｌ
平
前

『
資
料
館
だ
よ
り
』
二
’
五
墨
書
土
器
図

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
四
古
代
’
一
○
七
七
頁

と
「
塩
坏
」
は
異
筆

沼
津
市
教
委
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MA書土器・刻普：

（
細
川
力
）

昊
ｎ
Ｕ

。＝＝

二壱

jff底
111

天

馬
庭

瀬
戸
川
遺
跡
沽
水
町
八
幡

ニ
ッ
洞
遺
跡
沼
津
市
足
高
尾
上

沼
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
二
集

『
広
合
遮
跡
（
ｅ
区
）
・
ニ
ッ
洞
辿
跡
（
ａ
区
）
発
掘
洲
査
報
告

誉
』
沼
津
市
教
委
一
九
九
一

○
「
馬
」
の
蝋
智
他
に
二
点
あ
り

『
瀬
戸
川
辿
跡
Ｉ
第
二
次
調
査
報
告
書
ｌ
」

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
・
静
岡
県
教
委
・
清
水
町
教
委

一
九
九
○

上
↓
坏
・
休
部
外
面
・
平
・
三
号
住
居
図
二
○
九
’
三

『
広
合
辿
跡
・
ニ
ッ
洞
辿
跡
』
一
九
九
一
’
二
九
一
頁

上
・
坏
・
体
部
外
而
・
平
・
三
サ
住
鵬
図
二
○
九
’
一

『
広
合
辿
跡
・
ニ
ッ
洞
辿
跡
』
一
九
九
一
’
二
九
一
頁

土
・
坏
・
体
部
外
面
・
平
・
六
号
住
居

『
瀬
戸
川
遮
跡
』
’
二
七
・
三
二
頁
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